
30 時間 1 単位

科
目
目
標
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12 3．障害のある人の生活とリハビリテーション

13 4.療養の場の移行を支える看護

14 5.人生の最期のときを支える看護

15

【授業形態】
講義、演習

【評価方法】
筆記試験、出席状況、 レポート

【テキスト】
系統看護学　専門　成人看護学総論　成人看護学[1]　医学書院
国民衛生の動向・厚生の指標　増刊　国民衛生の動向　厚生労働統計協会

佐世保市立看護専門学校

授業概要

分　野 学科目 １年後期
90分講義15回
（試験を含む）

専門分野 成人看護学総論

授業科目 講師

成人期の理解と看護の役割 保健師、専任教員（実務経験者）

1.成人期にある対象の身体・精神・社会的特徴を総合的に理解する。
2.成人の健康を保持・増進するために必要な基礎的知識と看護の役割を理解する。
3.健康が障害された成人期にある対象とその家族のもつ諸問題を把握し、健康レベルに応じた看護を理解する。

項目 内容回数

科
目
内
容

成人期の理解と
看護者の役割

1.成人と生活（青年期、壮年期・中年期、向老期）
　1）発達段階・発達課題　２）身体的・心理的・社会的特徴

2.対象の生活
　１）生活を営むこと　２）仕事をもち働くこと　３）家族からとらえる大人
　４）人生をたどること
3. 成人を取り巻く環境と生活からみた健康
　１）環境と生活の状況　２）健康の状況
　３）健康の維持・促進を目ざした生活

4.成人への看護アプローチの基本
　１）大人の学習

　２）看護実践における倫理的判断　３）意思決定支援

成人の健康の保持・増進の
ための看護の役割

1. ヘルスプロモーションと看護

試験 試験およびまとめ

2.健康をおびやかす要因と看護

健康が障害された対象と
家族の理解と看護

1. 健康生活の急激な破綻とその回復を支援する看護
　１）健康の急激な破綻

　２）急性期にある人の看護

2．慢性病とともに生きる人を支える看護
　１）慢性病とともに生きる人

　２）慢性病とともに生きる人を支える
　　(1) セルフケアおよびセルフマネジメント　　(2) 生活の再構築


